


(遊漁期間)

第4条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁はそれぞれイ欄に掲げる期間内でな

ければならない。

なおこの漁場区域においては漁場管理上日没 1時間後から日の出1時間前までの間は

遊漁を禁止する。

ただし、宮城野地域においては日没1時間後から午前 5時の間は遊漁を禁止する。

(ア)魚 種 (イ) 期   間

や ま め
3月 1日 から 10月 14日 までの期間で組合が定め公表する

日から 10月 14日 まで

に じます

3月 1日 から 10月 14日 までの期間で組合が定め公表する

日から1月 31日 まで

ただし、箱根町宮城野地先 3号えん堤天端下流端から 10

号えん堤天端下流端までの区域及び箱根町畑宿地先 3号え

ん堤天端下流端から上流山根えん堤天端下流端の区域にお

いては上記の期間及び 10月 15日 から2月 末日まで

あ  ゆ

6月 1日 から 10月 14日 までの期間で組合が定め公表する

日から 10月 14日 まで

ただし早川橋橋脚下流端から上流大窪橋橋台上流端まで

の区域においては上記の期間及び 12月 1日 から 12月 31日

まで

う ぐ い
3月 1日 から 12月 31日 までの期間で組合が定め公表する

日から1月 31日 まで

お い か わ
3月 1日 から 12月 31日 までの期間で組合が定め公表する

日から1月 31日 まで

い
3月 1日 から 12月 31日 までの期間で組合が定め公表する

日から1月 31日 まで

2.前項の公示は早川河川漁業協同組合のホームベージで行うものとする。

(禁止区域)

第 5条 前条第1項の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれ

イ1間 の期間中遊漁をしてはならない。

(ア) 区   域 (イ)  期  間

早 川

箱根町湯本地先前田橋下流

端か ら上流出山えん堤天端下

流端までの区域

10月 15日 か ら 12月 31

日まで

早 川
早川橋橋脚下流端から上流

大窪橋橋台上流端までの区域

10月 15日 か ら 11月 30

日まで

須雲川

早川合流点から上流畑宿字

湯本 179番地先片倉橋橋脚下流

端までの区域

5月 1日 か ら 5月 31日

まで及び 10月 15日 から 12

月 31日 まで
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(全長の制限)

第 6条 次の表のア欄に掲げる魚種についてはイ欄に掲げる全長以下のものを採捕しては
ならない。

(ア )魚  種 (イ ) 全  長

や  ま  め

1 2cm
に じ ま す

フ
」 い 1 8cm

(遊漁料の額および納付の方法)

第 7条 第 2条に掲げる漁具、漁法によって遊漁する場合で組合が定める遊漁承認証取扱店、
組合が指定するオンラインシステム(以下 「オンラインシステム」という。)において納付

するとき (一般売り)また遊漁をする場所において漁場監視員に納付するとき
(現場売り)の遊漁料は次表のとおりとする。

魚 種 漁具・漁法 期 間 遊 漁 料

やまめ、にじます、あゆ、

うぐい、おいかゎ、こい
さお釣り

1日
一般売り 1,300円

現場売り 2,000円

1年 10,000円

2.前項の規定にかかわらず次表左欄にかかげる者の遊漁料は次表右欄のとおりとする。

未就学の幼児 征 料

小学生 征 料

中学生 (年 券) 第 1項に規定する額の 1/4に相当する額

中学生及び女性 (日 釣券) 第 1項に規定する額の 1/2に相当する額

身体障害者

(身体障害者福祉法第 15条に

基づく手帳を提示した者)

年券に限り

第 1項に規定する額の 1/2に相当する額

(遊漁承認証に関する事項)

第 8条 組合は第 2条の遊漁料を受けたときは、次に掲げる事項を記載した遊漁承認証 (オ

ンラインシステムにより発行されるものを含む。以下「遊漁承認証」という。)を交付す
るものとする。

(1)承認期間

(2)魚種

(3)漁具・漁法
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(4)遊漁区域

(5)遊漁料の額

(6)注意事項

(7)発行者名

2.遊漁者は遊漁承認証を他人に貸与してはならない。

(遊漁に際し守るべき事項)

第 9条 遊漁者は遊漁をするときは遊漁承認証を携帯しなければならない。

2.遊漁者は漁場監視員の要求があったときは遊漁承認証を提示しなければならない。

3.遊漁者は、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行為をしてはならない。

4.遊漁者は次に掲げる区域においては川底を攪拌してはならない。

早川の早川橋橋脚下流端から上流大窪橋橋台上流端にいたる区域。

(漁場監視員)

第 10条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことがある。

2.漁場監視員は、次の事項を記載した漁場監視員証を携帯し、かつ漁場監視員であるこ

とを表示する腕章をつけるものとする。

(1)氏名

(2)有効期間

(3)発行者名

(違反者に対する措置)

第 11条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは直ちにその者に遊漁の中止を命じ、

又は以後のその者の遊漁を拒絶することがある。この場合遊漁者が既に納付した遊漁料の

払い戻しはしないものとする。

『付   貝」
1.この規則は令和 5年 9月 1日 から施行する。
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